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私た ちの周りには「氣」という文字を使った

言葉がたくさんあります。

元氣 ・やる氣・氣持ち・勇氣・氣遣い・氣配

り・氣 品・氣質・平氣・根氣・陽氣・氣配・氣

まま・ 氣さく・氣楽・空氣・天氣・・・・・な

どなど。

歴史学者で北里大学名誉教授の立川昭
二先生は、著書『「気」の日本人』の中
で次のように述べています。

「かつて「聞く」という言葉は「気来 (きく )」
が語源 だった。相手の「気」が自分のところま

で「来る」から「聞こえる」と考えた。」

先人 たちは、こうした様々な言葉の語源とし

ても「氣」という文字を使用してきたんですね。

昔から 、毎日の生活の中でこれほど頻繁に使わ

れ続け てきたのは、「氣」が私たちのおおもと

の生命エネルギーを表している漢字だからでしょ

う。

このこ とは、東洋医学で体内を循環している３

つの要素を「氣・血・津液(き・けつ・しんえき)」
とし、 「氣＝生命エネルギー」のように使って

いることからもわかります。

これほ どたいせつな「氣」の中に「米」という

文字が 入っているのは、先人たちが主食の米に

秘めら れているパワーに氣づいていたからだと

思われます。

米は稲(いね)。「いね」は「命の根(いのちのね)」
という語源から生まれたとも言われています。

米をい ただくことは、氣を育み、命を養うこと

でもあったんですね。

<米食のススメ>
食生活 において、油脂類、砂糖類の割合が多く

なっ

てきた ことは、生活習慣病の大きな要因と言わ

れています。

主食が パンの場合は、バターやジャム、サラダ

にはド レッシング、ハムエッグなど、どうして

も脂や 砂糖を含んだ副食になってしまいがちで

すが、 主食がご飯になると副食には味噌汁や漬

け物、 お浸し、焼き魚、納豆、豆腐などが並び

ます。 油脂類や砂糖類の摂取量は、米を主食に

するだけでグッと抑えられる、というわけです

人間が健康に生きて行く為に112

「氣」の中に 「米 」がある理由(わけ)

11
月
13
日
八
幡
平
ハ

イ
ツ
に
お
い
て
第
20
回

建
交
労
鉄
道
岩
手
地
方

本
部
の
大
会
が
組
合
員

傍
聴
含
め
10
名
の
参
加

で
行
わ
れ
、
組
織
拡
大
、

青
年
の
離
職
の
拡
大
の

歯
止
め
に
は
十
分
な
給

与
を
。
慢
性
化
し
た
人

手
不
足
で
年
休
、
冠
婚

葬
祭
も
取
得
で
き
な
い

要
員
確
保
を
。
災
害
時

に
お
け
る
乗
務
員
の
待

遇
改
善
を
。

Ｉ
Ｌ
Ｃ
誘
致
は
、
原

発
を
岩
手
に
作
る
の
と

同
じ
く
ら
い
に
放
射
能

汚
染
が
心
配
さ
れ
る
。

一
関
で
は
住
民
が
勉
強

会
を
し
て
反
対
し
て
い

る
が
、
地
域
労
連
、
い

わ
て
労
連
も
Ｉ
Ｌ
Ｃ
に

も
っ
と
関
心
を
持
つ
よ

う
に
意
見
を
申
し
入
れ

て
ほ
し
い
。

大
会
で
出
さ
れ
た
意

見
は
本
部
、
諸
団
体
に

対
し
て
申
し
入
れ
ま
す
。

安
全
輸
送
、
健
康
に
働

け
る
職
場
を
目
指
し
て

奮
闘
す
る
。
阿
倍
憲
法

改
憲
案
阻
止
、
社
会
保

証
と
景
気
対
策
を
充
実

し
、
国
民
が
求
め
て
い

る
平
和
と
民
主
主
義
を

推
し
進
め
る
こ
と
採
択

し
大
会
は
終
わ
り
ま
し

た
。

201８年11月１５日
NO 112号
発行責任者
須藤清成

建交労鉄道

岩手地本

OB会に16名参加

欠
席
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

95
歳
、
救
急
な
ど
搬
送
さ
れ
る
身
分
に
な
り
ま
し
た
。
（
３
月
末

と
８
月
中
旬
）
恐
山
の
三
途
の
川
を
２
回
ほ
ど
わ
た
り
そ
こ
な
い
ま

し
た
。

12
月
８
日
八
戸
で
の
日
鉄
機
関
方
同
盟
罷
工
１
２
０
周
年
記
念
の

集
い
も
欠
席
で
す
。
皆
さ
ん
に
宜
し
く

三
上
秀
光

は
ず
か
し
な
が
ら
４
月
下
旬
か
ら
間
欠
跂
行
が
悪
化
し
、
そ
れ
以

来
ブ
ロ
ッ
ク
注
射
で
、
何
と
か
し
の
い
で
い
ま
す
。

今
の
私
の
テ
ー
マ
は
Ｉ
Ｌ
Ｃ
を
北
上
山
地
に
作
ら
せ
な
い
こ
と
で

す
。
地
方
紙
陶
工
「
考
え
る
会
」
と
の
共
同
を
し
て
い
ま
す
。

菅
原
東
吾

欠
席
者
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
は
体
調
を
く
ず
し
て
い
る
方
も
い
ま

す
が
、
元
気
に
趣
味
や
健
康
を
考
え
て
過
ご
し
て
い
る
様
子
が
う
か

が
え
ま
し
た
。
来
年
の
参
加
を
期
待
い
し
ま
す
。

お
知
ら
せ

19
春
闘
旗
開
き

１
月
５
日

午
後
６
時

場
所

サ
ン
ビ
ル
７
階
大
ホ
ー
ル

参
加
費

組
合
補
助

建
交
労
岩
手
県
本
部
旗
開
き

１
月
19
日

午
後
７
時

場
所

し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
&
モ
ツ
鍋
食
べ
放
題

個
室
居
酒
屋
え
び
す
屋

参
加
費

組
合
補
助

春
闘
討
論
集
会

１
月
20
日

午
後
1
時
30
分

場
所

上
田
公
民
館
２
階

慢
性
化
し
た
人
手
不
足
で
年
休
、

冠
婚
葬
祭
も
取
得
で
き
な
い
。

夫

の

死

ベ

ト

ナ

ム

の

戦

場

で

浴

た

枯

葉

剤

２
０
０
３
年
、
夫
の

グ
レ
ッ
グ
・
デ
イ
ビ
ス

の
死
を
き
っ
か
け
に
、

枯
葉
剤
に
つ
い
て
の
映

画
製
作
を
決
意
し
、
ム

と
米
国
で

、
枯
葉

剤
の
被
害
者
や
そ
の
家

族
、
ベ
ト
ナ
ム
帰
還
兵
、

科
学
者
等
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

取
材
を
行
う
。
２
０
０

７
年
、
『
花
は
ど
こ
へ

い
っ
た
』
を
完
成
さ
せ

る
。「

Ｍ

ｏ

ｒ

ｇ

ｅ

ｎ

」

ド

イ

ツ

語

で

「
明

日

」

「
わ
た
し
の
、
終
わ

ら
な
い
旅
」
で
フ
ラ
ン

ス
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
、

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
と
核
に

人
生
を
翻
弄
さ
れ
た
人

び
と
を
訪
ね
た
坂
田
雅

子
監
督
が
、
脱
原
発
を

宣
言
し
た
ド
イ
ツ
を
訪

ね
る
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
。

２
０
２
２
年
ま
で
に
す

べ
て
の
原
発
を
廃
炉
に

し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
へ
の
転
換
を
決
定

し
た
ド
イ
ツ
で
は
、
多

く
の
人
び
と
が
脱
原
発

と
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ

の
移
行
を
実
践
し
て
い

た
。
自
ら
が
考
え
、
行

動
を
起
こ
し
続
け
る
ド

イ
ツ
市
民
た
ち
が
戦
後

に
歩
ん
だ
軌
跡
を
た
ど

り
、
そ
こ
か
ら
彼
ら
が

見
出
し
た
「
Ｍ
ｏ
ｒ
ｇ

ｅ
ｎ
」
（
「
明
日
」
を

意
味
す
る
ド
イ
ツ
語
）

へ
の
希
望
に
迫
っ
て
い

く
「
モ
ル
ゲ
ン
、
明
日
」

子
ど
も
の
た
め
に
、

未
来
の

子
ど

も
た

ち
に

坂
田
雅
子
の
母
静
子

さ
ん
は
、
42
年
以
上
前
、

原
発
の
危
険
に
警
鐘
を

鳴
ら
し
原
発
神
話
の
嘘

に
挑
ん
だ
主
婦
。
!
子

ど
も
の
た
め
に
、
そ
し

て
ま
だ
生
ま
れ
て
い
な

い
未
来
の
子
ど
も
た
ち

に
、
と
信
州
の
地
方
都

市
で
反
原
発
を
叫
び
続

け
、
多
く
の
人
に
そ
の

危
険
を
知
っ
て
も
ら
お

う
と
、
ガ
リ
版
で
『
聞

い
て
く
だ
さ
い
』
と
い

う
新
聞
発
行
し
続
け
た
。

そ
の
内
容
は
、
今
回
の

原
発
事
故
を
予
見
し
た

も
の
だ
っ
た
。
92
年
ま

で
35
号
を
重
ね
、
96
年

に
は
、
政
府
の
「
原
子

力
政
策
円
卓
会
議
」
に

招
か
れ
て
意
見
陳
述
を

し
て
い
る
。
１
９
９
８

年
10
月
19
日
74
歳
で
亡

く
な
る
。

42
年

前

反

原

発

の

運

動

を

始

め

る

静
子
の
長
女
悠
子
は
、

イ
ギ
リ
ス
人
男
性
と
結

婚
。
日
本
で
一
児
を
も

う
け
た
の
ち
、
夫
の
出

身
地
で
あ
る
英
仏
海
峡

の
ガ
ン
ジ
ー
島
に
移
住
。

現
在
ま
で
40
年
以
上
、

島
で
暮
ら
し
て
い
る
。

１
９
７
７
年
、
対
岸
の

ラ
・
ア
ー
グ
に
あ
る
核

燃
料
再
生
処
理
場
で
拡

張
工
事
が
行
わ
れ
、
さ

ら
に
日
本
の
原
発
か
ら

出
る
廃
棄
物
を
再
処
理

予
定
と
の
こ
と
か
ら
、

そ
の
不
安
を
母
・
静
子

に
手
紙
で
綴
る
。
こ
の

手
紙
を
き
っ
か
け
に
静

子
は
原
発
の
勉
強
を
始

め
た
。
関
連
す
る
書
籍

を
次
々
と
読
み
、
反
原

発
運
動
を
始
め
る
。

「
聞
い
て
く
だ
さ
い
」

と
い
う
ガ
リ
版
の
ビ
ラ

に
折
々
の
意
見
を
書
い

て
配
っ
た
記
事
の
集
成
。

２
０
１
１
年
３
月
11
日

後
に
言
わ
れ
て
い
る
原

発
の
問
題
点
は
す
で
に

言
い
尽
く
さ
れ
て
い
る
。

な
ぜ
、
原
子
力
発
電
は

危
険
な
の
か
、
ど
う
し

て
放
射
能
は
恐
ろ
し
い

の
か
、
雅
子
の
反
原
発

の
映
画
を
作
る
き
っ
か

け
は
、
母
の
反
原
発
の

活
動
、
「
聞
い
て
く
だ

さ
い
」
の
思
い
を
皆
さ

ん
に
伝
え
る
こ
と
に
あ

る
と
思
い
ま
す
。

原発ゼロ NO 9３
原発とダイオキシンは、地球に害するもの

ドキュメンタリー映画監督坂田雅子

紅葉が終わった 八幡平ハイツ
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①
現
在
の
社
員
が
移
行

時
に
プ
ラ
ン
ナ
ー
、
エ

キ
ス
パ
ー
ト
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
職
群
に
な
る
。

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

職
群
に
運
転
士
は
何
名

に
な
る
の
か
。

②
新
入
社
員
の
振
り
分

け
は
ど
う
い
う
基
準
で

行
う
の
か
。

③
等
級
の
キ
ャ
プ
テ
ン

（
Ｃ
）
は
現
在
の
職
種

で
は
ど
う
い
う
人
に
な

る
の
か
。

④
社
員
の
昇
格
は
公
正

に
判
断
す
る
と
し
て
い

る
が
、
「
社
員
と
し
て

の
自
覚
」
「
勤
労
意
欲
」

「
執
務

態
度
」
「
知

識
」
「
技
能
」
「
適
格

性
」
「
協
調
性
」
「
教

育
受
講
履
歴
」
「
人
事

評
価
及
び
試
験
の
成
績
」

そ
れ
ぞ
れ
の
判
断
基
準

を
具
体
的
に
示
さ
れ
た

い
。

⑤
「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
職
」

と
は
な
に
か
。

⑥
運
転
士
が
教
導
運
転

士
と
な
る
に
は
何
年
で

な
れ
る
の
か
。

⑦
職
群
転
換
と
は
。

⑧
高
専
卒
の
運
転
士
は

移
行
時
に
希
望
す
れ
ば

エ
キ
ス
パ
ー
ト
職
群
に

行
け
る
の
か
。

⑨
評
価
制
度
に
お
い
て
、

会
社
の
言
う
「
公
平
公

正
」
と
は
。

⑩
「
役
割
行
動
評
価
」

に
お
け
る
「
社
員
と
し

て
求
め
ら
れ
る
行
動
」

と
は
。

⑪
評
価
表
（
評
価
シ
ー

ト
）
と
は
。

⑫
「
評
定
会
議
」
と
は
、

直
属
上
司
と
は
、
面
談

の
上
司
は
誰
か
。

⑬
評
価
者
は
誰
が
行
い
、

「
必
要
な
教
育
」
ど
の

様
な
教
育
か
。

⑭
評
価
は
毎
年
度
２
回

（
春
、
秋
）
何
月
と
な

る
の
か
。

⑮
評
価
結
果
は
期
末
手

当
に
活
用
す
る
の
か
。

⑯

職
務
手
当
（
4
）

の
交
番
担
当
と
し
て
特

に
指
定
さ
れ
た
も
の
と

は
誰
な
の
か
。

⑰
５
段
階
評
価
の
Ｓ
、

Ａ
Ａ
、
Ａ
、
Ｂ
Ａ
，
Ｂ

評
価
は
。

⑱
シ
ニ
ア
社
員
の
「
労

働
環
境
等
配
慮
」
に
お

い
て
、
具
体
的
な
配
慮

を
示
さ
れ
た
い
。

⑲
現

行

の
６

等
級

で

「
特
に
指
定
さ
れ
た
も

の
」
と
は
。

⑳
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
職
群
の
Ｉ
等
級
へ
の

昇
格
受
験
資
格
の
32
Ｐ

以
上
と
あ
る
が
ど
う
い

う
こ
と
か
。

ダ
イ
ヤ
「
改
正
」
で

重
要
な
こ
と
は
、
お
客

様
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た

列
車
体
系
の
構
築
を
行

い
、
収
入
拡
大
を
最
大

限
に
取
り
組
む
こ
と
。

安
全
・
安
定
輸
送
の
確

保
。
そ
の
輸
送
を
支
え

る
要
員
の
配
置
が
不
可

欠
で
す
が
、
現
場
で
は

深
刻
な
要
員
不
足
で
、

年
休
の
抑
制
や
特
休
の

買
上
が
発
生
し
、
安
全

な
列
車
の
運
行
に
支
障

を
来
し
か
ね
な
い
事
態

が
あ
る
の
で
、
解
明
等

を
申
し
入
れ
ま
し
た
。

①
毎
年
「
改
正
効
果
」

は
薄
れ
て
き
て
い
る
。

具
体
的
な
収
支
見
通
し

を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

②
要
員
計
画
及
び
列
車

本
数
を
明
ら
か
に
し
、

新
規
採
用
者
数
と
退
職

者
数
を
支
社
別
・
年
度

ご
と
に
明
ら
か
に
さ
れ

た
い
。

③
安
全
を
担
保
で
き
る

要
員
の
配
置
。
予
備
・

波
動
要
員
を
増
と
し
た

基
準
人
員
の
見
直
し
を

示
さ
れ
た
い
。

④
今
後
想
定
さ
れ
る
大

規
模
災
害
に
備
え
、
迂

回
ル
ー
ト
や
輸
送
に
関

わ
る
要
員
の
教
育
、
輸

送
機
材
の
確
保
が
必
要

で
す
。
二
種
免
許
返
上

線
区
の
乗
り
入
れ
な
ど

柔
軟
な
対
応
が
出
来
る

よ
う
旅
客
会
社
や
国
へ

の
調
整
を
測
ら
れ
た
い
。

等
の
９
項
目
を
申
し
入

れ
ま
し
た
。

人
事
制
度
改
正
解
明
等
要
求

11
月
25
日
上
田
公
民

館
第
一
集
会
室
に
お
い

て
岩
手
県
内
か
ら
代
議

員
が
集
ま
り
、
建
交
労

岩
手
本
部
第
20
回
定
期

大
会
を
、
い
わ
て
労
連

議
長
、
共
産
党
岩
手
県

委
員
会
か
ら
来
賓
の
あ

い
さ
つ
を
受
け
始
ま
り

ま
し
た
。

各
代
議
員

職
場
要
求

組
織
拡
大
の
教
訓

組
合
存
続
の
危
機
が

あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
一

年
は
、
組
合
員
の
要
求

を
元
に
会
社
側
と
話
し

合
い
、
集
会
を
行
い
組

合
員
と
の
パ
イ
プ
を
太

く
し
て
組
織
を
拡
大
す

る
。職

場
要
求
を
元
に
会

社
側
と
話
し
合
い
そ
の

結
果
が
、
他
県
の
職
場

に
も
要
求
が
反
映
さ
れ

組
合
組
織
の
大
切
さ
が

伝
わ
り
、
組
織
拡
大
に

つ
な
げ
て
く
。

復
興
工
事
が
自
注
で

き
、
会
社
側
か
ら
社
員

の
改
善
が
進
み
組
合
員

と
の
団
結
が
図
ら
れ
て

い
る
。

安
全
・
安
心
が

不
安
な
公
共
交
通

給
与
が
少
な
く
、
青

年
の
離
職
の
拡
大
が
進

ん
で
す
る
。
慢
性
化
し

た
人
手
不
足
で
年
休
、

冠
婚
葬
祭
も
取
得
で
き

な
い
。
安
全
・
安
心
が

不
安
な
公
共
交
通
を
打

破
し
、
弱
者
が
安
心
し

て
利
用
で
き
る
公
共
交

通
を
求
め
て
奮
闘
す
る
。

組
合
員
が
高
齢
化
し

て
い
く
中
で
じ
ん
肺
訴

訟
を
全
国
で
取
り
組
ん

で
い
る
。
12
月
18
日
、

東
京
地
裁
を
は
じ
め
全

国
７
地
裁
（
札
幌
・
仙

台
・
新
潟
・
福
井
・
松

山
・
熊
本
）
で
第
６
陣

訴
訟
を
提
起
し
ま
し
た
。

一
刻
も
早
い
救
済
を
求

め
て
闘
う
。

長
年
中
央
本
部
常
任

と
し
て
働
い
て
き
た
が
、

退
職
し
て
家
庭
と
自
分

の
時
間
を
持
ち
今
後
の

人
生
設
計
を
計
画
し
た

い
。

国
民
不
在
の
政
治
責

任
が
問
わ
れ
る

安
倍
首
相
の
権
力
の

私
物
化
に
対
す
る
国
民

の
怒
り
が
政
治
不
信
と

な
り
、
改
ざ
ん
、
隠
ぺ

い
、
ね
つ
造
、
セ
ク
ハ

ラ
、
虚
位
答
弁
が
続
き
、

「
国
権
の
最
高
機
関
」

で
あ
る
国
会
を
冒
涜
し

続
け
て
き
ま
し
た
。
安

倍

９

条
改

憲
阻

止

の

「
３
０
０
０
万
人
署
名
」

が
大
き
く
拡
が
り
、
当

初
の
改
憲
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
頓
挫
し
ま
し
た
。

ま
た
、
経
済
政
策
で

は
、
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」

は
破
綻
し
、
大
企
業
だ

け
が
史
上
最
高
水
準
の

経
常
利
益
を
上
げ
、
一

方
、
国
民
に
は
社
会
保

障
を
切
り
捨
て
る
な
ど
、

自
民
党
の
国
民
不
在
の

政
治
責
任
が
問
わ
れ
て

い
ま
す
。

格
差
と
貧
困
の
拡
大

阻
止
し
、
健
康
に
働
け

る
職
場
を
目
指
し
て
、

社
会
保
証
と
景
気
対
策

を
充
実
し
、
国
民
が
求

め
て
い
る
真
の
平
和
と

民
主
主
義
を
進
め
る
事

を
採
択
し
大
会
は
終
わ

り
ま
し
た
。

格
差
と
貧
困
の
拡
大
阻
止

し
、健
康
に
働
け
る
職
場
を

建交労岩手本部
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人
事
制
度
改
正
は
、
会
社
の
基
準
・
判
断
で
ど
う
に
で
も
出
来
る
制
度
で

あ
り
、
評
価
に
よ
っ
て
ど
ん
な
差
別
を
し
て
も
良
い
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

特
に
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
職
群
は
「
使
い
捨
て
の
コ
マ
」
、
エ
キ
ス
パ
ー

ト
・
プ
ラ
ン
ナ
ー
職
群
で
な
け
れ
ば
新
賃
金
制
度
の
恩
恵
を
受
け
ま
せ
ん
。

鉄
道
輸
送
の
最
大
の
使
命
で
あ
る
「
安
全
」
は
欠
か
せ
な
い
も
な
で
あ
り
、

そ
の
安
全
を
担
っ
て
い
る
の
は
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
人
た
ち
で
あ
り
、

や
る
気
の
出
る
制
度
か
と
言
え
ば
「
や
る
気
の
で
な
い
制
度
」
で
す
。

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
を
低
く
見
て
い
る
制
度
で
あ
り
、
「
代
わ
り
は
い

く
ら
で
も
い
る
」
と
い
う
会
社
の
考
え
が
見
え
、
解
明
要
求
提
出
し
ま
し
た
。

ア
ク
セ
ス
で
つ
い
に賃

上
げ
を
勝
ち
と
っ
た
！

２
０
１
８
年
10
月
か
ら
ア
ク
セ
ス
に
お
け
る
賃
上
げ
を
実
現
し

ま
し
た
。
今
後
の
問
題
と
し
て
、
仕
事
に
関
し
て
要
員
が
足
り
て

い
な
い
現
状
が
あ
り
、
解
決
し
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

日
本
環
境
ア
ク
セ
ス
会
社
は
主
に
車
両
内
清
掃
、
駅
構
内
の
清

掃
や
病
院
内
の
清
掃
な
ど
で
働
い
て
い
ま
す
。
労
働
者
は
約
３
８

０
０
名
程
度
で
高
年
齢
が
多
く
働
き
、
正
社
員
、
契
約
社
員
、
パ
ー

ト
労
働
者
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

２
０
０
７
年
ア
ク
セ
ス
に
建
交
労
を
立
ち
上
げ
、
２
０
１
２
年

に
は
上
野
で
労
働
条
件
改
善
を
求
め
て
ス
ト
ラ
イ
キ
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
今
回
の
賃
金
改
善
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を
勝
ち
取
っ
た
の

は
建
交
労
が
組
合
結
成
か
ら
継
続
し
て
要
求
し
て
き
た
成
果
で
す
。

環
境
ア
ク
セ
ス
に
は
東
環
労
が
あ
り
ま
す
が
、
労
働
組
合
か
ら

の
脱
退
が
相
次
い
で
い
ま
す
。
労
働
組
合
に
対
す
る
期
待
が
な
く
、

ま
す
ま
す
建
交
労
の
出
番
で
す
。

組
合
掲
示
板
に
チ
ラ
シ
を
張
り
出
し
、
建
交
労
の
姿
を
打
ち
し
、

対
話
を
通
じ
要
求
を
掘
り
起
こ
し
、
仲
間
を
増
や
と
り
く
み
を
春

闘
で
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

旧
岩
手
銀
行
本
店
赤
レ
ン
ガ
館
に
お
い
て
、
11
月
18
日
参
加
者
１

３
０
名
で
会
場
は
満
席
の
中
、
高
屋
夫
婦
「
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ

Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｅ
」

コ
ン
サ
ー
ト
～
と
も
に
生
き
、
と
も
に
闘
い
、
と
も
に
歌
う
幸
せ
～

が
、
Ｌ
Ｕ
盛
岡
支
部
主
催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。ゲ

ス
ト
出
演
に
パ
パ
と
マ

マ
の
会
高
橋
奈
々
子
さ
ん
。

「
暖
か
い
歌
声
と
優
し
い

言
葉
。
す
て
き
な
コ
ン
サ
ー

ト
」
等
、
参
加
か
ら
沢
山
の

感
想
文
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

住
居
手
当
な
ど
で
１
審
上
回
る

東
京
高
裁
判
決
／
日
本
郵
便
相
手
の
格
差
是
正
裁
判

日
本
郵
便
で
働
く
契
約
社
員
が
、
同
じ
業
務
の
正
社
員
と
の
手
当
や

賞
与
の
格
差
は
労
働
契
約
法
20
条
に
違
反
す
る
と
訴
え
て
い
た
裁
判
の

控
訴
審
で
、
東
京
高
等
裁
判
所
は
12
月
13
日
、
判
決
を
言
い
渡
し
た
。

１
審
で
減
額
さ
れ
て
い
た
年
末
年
始
手
当
と
住
居
手
当
の
損
害
賠
償
を

全
額
認
め
る
な
ど
約
１
７
０
万
円
の
支
払
い
を
命
じ
た
。

郵
政
ユ
ニ
オ
ン
は
正
社
員
も
非
正
社
員
も
積
極
的
に
組
織
化
し
、
労

働
条
件
の
格
差
是
正
を
会
社
に
求
め
て
来
ま
し
た
。
今
回
の
判
決
は
、

正
社
員
、
非
正
社
員
が
と
も
に
闘
っ
て
き
た
運
動
の
大
き
な
成
果
で
す
。

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ

Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｅ

コ
ン
サ
ー
ト

２
０
１
９
年
３
月
ダ
イ
ヤ
「
改
正
」
に
関
す
る

解
明
等
申
し
入
れ

高屋夫婦


